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【 は じ め に 】  

ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム

(Cryptosporidium paruvum:  Cr) は 子

牛 下 痢 症 の 原 因  

の ひ と つ で あ り ， 有 効 な 治 療 薬 が な い こ

と か ら 死 亡 す る 例 も 少 な く な い 。 今 回 ，

Cr 人 工 感 染 下 痢 子 牛 に 非 抗 菌 剤 に よ る

治 療 お よ び 予 防 を 行 い ， 臨 床 経 過 と 血  

液 動 態 を 対 照 子 牛 と 比 較 し た 。  

 

【 材 料 お よ び 方 法 】   

2005 年 8 月 か ら 9 月 ， 体 重 平 均

48.6kg，日 齢 平 均 2.9 日 の ホ ル ス タ イ

ン 種 雄 子 牛 9 例 に ， Cr オ ー シ ス ト

(Cr.paruvum cattle type) 約

100,000 個 を 経 口 投 与 し ，便 ス コ ア 3

（ 泥 状 ） 以 上 を 示 し た 時 点 か ら ， 3 例

に ニ ュ ー ト リ ト ッ プ （ NTP） 60g を 温

水 1.5L に 混 合 し て 12 時 間 間 隔 で 給 与

（ NTP 群 ） ， 3 例 に 経 口 電 解 質 液 を 給

与 （ SR 群 ） ， 他 の 3 例 を 無 処 置 （ 対

照 群 ） と し ， 経 日 的 に 臨 床 お よ び 便 と

血 液 検 査 を 行 い ，Cr 投 与 後 7 日 目 に 病

態 解 明 の 目 的 で 安 楽 殺 し た 。 ま た ， 木

酢 炭 素 末 混 合 剤 （ NR 群 ） 10g を 代 用

乳 2L に 混 合 し て 給 与 し ， 3 日 目 に Cr

オ ー シ ス ト を 経 口 投 与 し て 予 防 効 果 を

無 添 加 群 と 比 較 し た 。  

 

【 結  果 】   

Cr オ ー シ ス ト 投 与 後 ，下 痢 は 2.8 日

目 に 発 生 し ，Cr オ ー シ ス ト は 4.2 日 目

か ら 検 出 さ れ ， 7 日 目 ま で 微 増 し た 。

NTP 群 で は 便 性 と 脱 水 が ，4 日 目 か ら

改 善 傾 向 を 示 し た が ，SR 群 と 対 照 群 は

改 善 し な か っ た 。 沈 う つ 症 状 は ， NTP

群 は 4 日 目 ， SR 群 は 6 日 目 か ら 改 善

傾 向 を 示 し た 。 3 日 目 に ， 便 pH の 著

減 と 便 乳 酸 濃 度 の 著 増 が 認 め ら れ ， そ

の 後 ， 3 群 と も 漸 次 回 復 し た 。 対 照 群

の 血 液 pH， HCO3
－ ， BE は ， 第 3 病

日 か ら 漸 次 低 下 し た の に 対 し て ， NTP

群 と SR 群 は 4 日 目 か ら 漸 次 改 善 し た

が ，NTP 群 の 改 善 の 方 が ス ム ー ズ で あ

っ た 。予 防 効 果 の 検 討 で は ，無 投 与 群 ，

NR 群 共 に Cr 投 与 3 日 目 か ら 泥 状 便 と

な り ， 無 投 与 群 が 3.5 日 目 か ら Cr オ

ー シ ス ト が 検 出 増 加 し た の に 対 し て ，

NR 群 は 3.5 日 目 か ら Cr オ ー シ ス ト が

検 出 さ れ た が ，4 日 目 以 降 に 減 少 し ，6

日 目 か ら は 検 出 さ れ な か っ た 。  

 

【 考  察 】  

Cr 人 工 感 染 下 痢 子 牛 に 対 す る NTP

と SR の 治 療 効 果 を 比 較 し た と こ ろ ，

NTP が ， 脱 水 ， 下 痢 便 ， 沈 う つ ， 代 謝

性 ア シ ド ー シ ス の 改 善 に 優 れ て い る こ

と が 確 認 さ れ た 。 し か し ，NTP 群 で は

Cr オ ー シ ス ト の 検 出 の 低 下 が み ら れ

な か っ た こ と か ら ， NTP は Cr 下 痢 の

便 性 改 善 作 用 は あ る が ，Cr に 対 す る 直

接 的 な 作 用 は な い も の と 推 察 す る 。 ま

た ，NR に Cr 下 痢 の 予 防 効 果 が あ る こ

と が 確 認 さ れ た 。  
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図 1  便 ｽ ｺ ｱ の 推 移 比 較     図 2  C r ｵ ｰ ｼ ｽ ﾄ 検 出 の 推 移 比 較  
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 図 3  便 p H の 推 移 比 較     図 4  沈 う つ ｽ ｺ ｱ の 推 移 比 較  
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図 5  便 乳 酸 濃 度 の 推 移 比 較    図 6  便 p H の 推 移 比 較  
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図 7  血 液 H C O 3 - の 推 移 比 較    図 8  血 液 B E の 推 移 比 較  


